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　本学情報文化学部は コ ン ピ ュ
ー

タを道具 と し て使い こ な し，
「

情報」 を 自由自在に 活用 で きる情報

ジ ェ ネラ リス トの 育成 を 目指 して い る．平成 11年 の 開学 に 先 だ ち，情報教育 の あ りか た に つ い て 情報系

科 目の 担当教員を中心 として議論を重ね たが ， そ の過程で得 られた知識や経験の なか に は ，学内だけに

と ど め て お くの で はなく，広 く情報教育に携わ る機 関の 担 当者 と共有す る価値 があ る と思われ る も の も

少な くなか っ た．それ らを公開 し ， 多くの教育関係者の参考に供する こ とは，大学 の もっ 社会的役割 を

果たす こ とに な る だけ で な く，将来 の 情報教育の 方 向性 を考 える上 で も重要 か つ 有益 で あ る と思われ る．

こ の よ うな考 えに 基 づ き ， 平成12年度名古屋文 理 大学公 開講座で は ， 小学校か ら高校ま で 現場で実 際に

情報教育に携わ っ て い る教員を対 象と して 「教師 の た め の 情報教育セ ミナー を企画 し，7月27目 と28

口 の 2 日 間にわた っ て 開催した．本報告は そ こ で行われた講義と討論の 記録を中心にま とめ た もの で あ

る．

キ
ー

ワード ：公 開講座，情報 リテ ラ シー，情報倫理 ，ネ ッ トワ
ー

ク管理

　　　　　 extension 　course ，
　information　literacy，　information　ethics ，　 management 　of

　　　　　 computer 　network

1　 セ ミナ
ーの 準備計画と内容

　本 セ ミナ ーは，学内の 1 〜 2 年次 の 基幹科 目 で あ る

情報 リテ ラシ
ー

で培 われた知識や経験 を基 に して い る．

情報 リテ ラ シ
ー

とは ，コ ン ピ ュ
ータ で の

「読み
・
書

き」 とい っ た 基本技能 の 修得を念頭に置 い た演習 で あ

るが，本学に特化 し た内容で は なく，現在教育現場 で

関心が持たれ て い る情報教育の なか で ， で きる だ け
…一．

般的で ある と思われ る事柄 を取 り上げた．

　準備段階で は こ の よ うな点に 十分に配慮 して 計 4 回

の 討議を持ち，初等
・
中等情報教育担 当者 の 要求に即

し た もの に なる よ う努め た．主な討議 内容 は

　〔1） セ ミナ
ー

の 目的 ・内容の 整理

　（2） 効果的なプ レ ゼ ン テ
ー

シ ョ ン の た めの 時間配分

　（3） 使用する用語の統
一

ど
一一般性の確認

（4） コ ン ピ ュ
ー

タ習熟度の 異なる参加者に対 して ど

　 の よ うに 対応す る か

などで ある．

セ ミナ ー日程

第 1 日

午前　（1｝研究委員長挨拶

　　　（2） 学内施設の 見 学
一
ネ ッ トワ

ー
ク施設など（1 ）

　　　（3） 本学 の 情報 リテ ラ シ
ー

講義 内容 の 概略 （皿）

午後　（4｝ 教育用 コ ン ピ ュ
ー

タシ ス テ ム の構築と運用

　　　  本学の 教育用 コ ン ピ ュ
ー

タ シ ス テ ム の解説

　　　　　と実演（IV）

　　　  　質疑応答
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第二 日

午前　（7a）　情報 リテ ラ シ
ーダイ ジ ェ ス ト版に よる

　　　　　　 模擬実習 （V ）

　　　　　　　ワ
ープ ロ

　　　　　　　情報倫理 　（教育システムの利用実習を含む）

　　　　　　　HTML 作成

午後　（7b） 模擬授業（午前の 部の 補足，実習など） （V ）

　　　〔8｝ 情報リテラシ
ー
にたいする本学学生の 意識調査（VD

　　　  　参加者と本学教員によるフリ
ー

ディス カッション （W ）

　　　  懇親会

上記 日程 の （fi）〜（VII）につ い て 説明する．なお（4）
「教育用 コ ン ピ ュ

ー
タシ ス テ ム の 構築と運用 」 に つ い

て は ， 内容が非常 に豊富 で あるた め本紀要に おい て 別

途報告す る．

［　学内施設の見学一ネ ッ トワ
ー

ク施設な ど

　セ ミナ
ー

開始 に先 立 ち学 内の 教育用 コ ン ピ ュ
ー

タ施

設 の 案内を行 っ た．

　まず図書館 で は情報検索端末 の コ
ー

ナ
ー

にて 本学図

書館 の データ ベ ー
ス を紹介．次 に CIO2情報実習室 に

て SGI社製グラ フ ィ ッ ク ・ワ
ー

ク ス テ
ー

シ ョ ン 02を

利用 し た教育の 事例 と し て ，学生 が 制作 し た VRML

や ム
ービーなど の作品 を数台の 02 の 画面上 および大

型デ ィ ス プ レ イ で 紹介．た だ 参加者か らは，現状 で は

こ の 種 の 演習環境を得る こ と自体 が 困難 で ある とい う

声も聞かれた．オ
ープ ン 実習室 （rv　3 ．1 （3）） で は メ

デ ィ ア変換 の 為に DVD ，
　 CD − R ，　 CD − RW ，　 M

O な どの 各種 ドラ イブや カ ラ
ーのネ ッ トワ

ー
クプ リン

タなど を紹介．さ らに本学 の ネ ッ トワ
ーク の 基幹機器

を設置 した第 11情報研究室 で は，電子 メ
ー

ル や ホ ー
ム

ペ ージなどの 基幹サ
ービ ス 運用 の 為 の UNIX ワ

ー
ク

ス テ
ー

シ ョ ン 4 台 とNT サ
ーバ 2台の 稼動状況を説 明．

「全学生 が電子 メー
ル の ア ドレ ス 持 っ て い る の か ？」

な ど，質 問が相次 い だ．本学で は 入学時に 全学生 につ

い て ア ドレ ス を 作成 し，情報リテ ラ シ
ー 1 の 授業に て

倫理教育を行っ た後， 実運用に入 っ て い る．

【参考】

参加者 へ 配布 した資料 と02 で 制作 した作 品 ：

URL　http：〃www ．n 黽 oya・bunri．ac，jpf
’kobashi1Ksemi2000〆

皿　本学の 情報リテ ラシ
ー

講義内容の概略

　平成11年度の 情報 リテ ラシ
ー 1， ll （実習科 目）を

実施 した結果，技能差の 是正 ， 情報倫理に対す る認識

の 徹底な どの 課題 が残された．これ らの 点につ い て 平

成12年度以降の 授業で改善を図 っ た．以下にそ の概略

を述べ る．

1 ．昨年度の 状況

　情報リテ ラ シ
ー

（以下 リテ ラシ
ー）は ，

レ ポ
ー

ト作

成 ， 卒業論文作成 な ど に お い て ，コ ン ピ ュ
ー

タを文房

具 の よ うに使い こ なす こ とがで きるよ うにするため ，

コ ン ピ ュ
ー

タ操作 の ベ ー
シ ッ ク な部分 を習得 させ るこ

とを 目的 とす る ．リテ ラ シ ー 1 （1 年 次前期）， ll

（1 年次後期） で は ，ワ
ープ ロ （MS ・Word），電子

メ
ー

ル （Almaii），表計算 （MS −Excel）　，プ レ ゼ ン

テ ーシ ョ ン （MS ・Power　Point）の演習を行 う．平成

11年度はさ らに，毎週課題 を課 し， 翌週 の 提 出に よ り

出席 とした．また ， タイ ピ ン グソ フ ドウェ ア を購入 さ

せ ，学生 の 自主性 に 任 せ た．そ の 過程 で 以下 の よ うな

取り組みが必 要とな っ た．

　（1） コ ン ピ ュ
ータ ネ ッ トワ

ー
ク社会におけ る倫理教

　　育の 実施

　　学生 が学内の みな らず学外 で トラブル を起こ さな

　　い ， あ るい は巻 き込 まれない よ うにする た め．

　   　ア カ ウ ン ト，パ ス ワ
ー

ドの 重要性 を認識させ る

　　紛失 した パ ス ワ
ー

ドやア カ ウン トの 資料や メ モ 書

　　 きが 原因 で ，個人や大学 の シ ス テ ム が，ハ ッ キ ン

　　 グされ る恐れ が あ る た め．

　 〔3｝ 講義に対する 目的意識を高める

　　 目的 を明確 に意識 で きる よ うな具体的な授業内容

　　 とす る．

　 （4） タ イ ピ ン グ技術の 向上

　　 タイ ピ ン グ技術の 未熟さが原因 で 技能習得の 遅れ

　　や課題 提出に影響 が 出る こ とがあ るため．

　   　予備 知識の把握

　　 入学時点 で コ ン ピ ュ
ー

タ （特 に ソ フ トウェ ア ） を

　　 あ る程度使 い こ なす学生 とそ うで ない 学生が い る

　　 た め．

2．改善点と実施方法

　上 記 の 問題 点 に 対 し本年度は 4 つ の 改善策を実施 し

た．

a｝段 階的な コ ン ピ ュ
ー

タネ ッ トワ
ー

ク の ア クセ ス 権

　  情報倫理 教育の 実施 （試験 の 実施，マ ル チ メデ ィ
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　ア の 活用）

  ア カ ウ ン トに 課せ られた ア ク セ ス 権の段階的解除

　　 ・ 初め ユ ン ピ ュ
ータ （ネ ッ トワ

ー
ク）へ の ア クセ

　　　ス を，学内の みに制 限．

　　 ・ 対外 的な電子 メ
ー

ル の 送受信 と学外 の WWW

　　　の 閲覧が で きな い ように制限．

　　 ・ リテ ラ シ
ー 1 の 早 い 段 階で ，情報倫理 の講義

　　　 （2 回）を実施．

　　 。 情報倫理 試験 に合格 し た 後，学外の ネ ッ トワ
ー

　　　 ク ア ク セ ス 権 を与 える．

　　 ・今回，副教材 と して ，愛知県警製作の 情報倫理

　　　に 関する CD −ROM を使用．

　　　 （V を参照）

  　課題提 出方法の 変更

　  A ，B 課題 の 実施

　　 ・課題 A を課 し，実習時間内に提出 させ 出席 とす

　　　る．

　　 ・一週間で 仕上 げ る課題 B を 課 す ．

　  ワープ ロ 技能検定試験 の 内容を意識 した ワ
ープ ロ

　　実習

　　 。 日本語ワープ ロ 検 定試験 の レ ベ ル （級）に沿 っ た

　　　教材
．
を用意．

　　　（リテ ラ シ
ーIIで は ， 表計算の 検定試験に対応）

　　 ・タイ ピ ン グの 早打ち練習 とタ ッ チ タ イ ピ ン グ ソ

　　　フ ト （TypeQuick ）を使 用 し
， 段 階毎 の 期 限

　　　を設 け練習結果 の提出を要求．

　  情報リテラシ
ー
開講前後で アンケ

ー
ト調査を実施（W を参照）

（3） レ ポー
トフ ォ ル ダの導入 （IV　4 ．を参照）

　  資料配 付 の 効率化

　  課題提出 の 効率化

　  紙資源 の 節約

　　 レ ポー
トフ ォル ダは本学で 開発 ， 運用 して い るも

　 の で ，コ ン ピ ュ
ー

タネ ッ トワ
ー

クを利用 し，パ ソ コ

　 ン 画面上 の ア イ コ ン を フ ォ ル ダに移動 させ る だ けで ，

　課題提出が可能な シ ス テ ム で ある．

〔4｝ TA （Teaching　Assistant） の 試験的な導入

　　 コ ン ピュ
ータ操作に慣れた上級ク ラス の 学生が，

　授業中に受講生か らの 細か な質問に 対応 し
， 教員を

　補助す る．

3 ．リテ ラ シ
ー 1の 結果と今後の 課題

　 リテ ラ シ
ー 1終 了 時点 の 結果 とし て ，

  情報倫理教育で あ る程度ネチ ケ ッ トに 対す る意識

　　を持たせ る こ とがで きた

  出席率は前年度と比べ 向上 し た

  授業に検定試験の 内容を盛 り込む こ とで ，ある程

　度目的意識 を持たせる こ とが で きた

  タイ ピ ン グ技術は昨年よ りも向上 した

  TA は 技術や知識の 差がある学生た ちの指導に有

　効で あ っ た

　特にコ ン ピ ュ
ー

タ未経 験者に対 して有効に機能した．

  レ ポー
トフ ォ ル ダは非常に有効 （ぺ 「 パ ー レス 化

　も実現）

な どの 成果があ っ た．また ，今後 の 課題 と し て ，

  能力別 クラス 編成を実施する こ とが必 要

  情報 倫理や授業に検定試験を盛 り込 む 際に は ，

　 オ
ー

サ リン グ ツ
ー

ル が必要

  ベ ー
シ ッ ク な 操作法以外 に ，コ ン ピ ュ

ータ シ ス テ

　 ム 自身の 内容を取 り入 れ る

な どが 考え られる．

N 　本学 の 教育用 コ ン ピュ
ー

タシス テ ム の解説 と実演

　 こ こ で は 教育用 コ ン ピ ュ
ータ シ ス テ ム （以後，教育

用 シ ス テ ム とす る） の 構 築に つ い て ，特に本学 の 教育

用 シ ス テ ム を例 と して説明す る．

1．シ ス テ ム の 設計方針　一教育用 シ ス テ ム の 設備

　　まず本学の教育用シ ス テ ム を構成 し て い る機器 の

　中で 特徴的なもの を紹介す る．コ ン ピ ュ
ータ ・シス

　テ ム の 構築で は コ ン ピ ュ
ータ ば か りに 注 目し が ちだ

　が，シ ス テ ム の 全体像 を見 て ，コ ス トを抑え つ つ 高

　い 教育効果を得る こ とがで きるよ うな シ ス テ ム づ く

　 りを心 が ける必要 が あ る．以下 に 本学で の 取 り組み

　 をま とめた．

1 ． 1 　ネ ッ トワ
ー

クプ リン タ

　 ・ 数台の コ ン ピ ュ
ー

タで 1 台 の プ リン タを共有させ

　　 て プ リン タ の 故障や消耗品費を 抑 え て い る

　 ・ 学内ネ ッ トワークを用 い て 共有す るとともに共有

　　管理 をサ
ーバ で お こ な っ て い る た め，故障時の 代

　　替が容易に な っ て い る

　 ・ ペ ーパ レ ス 化 を推進するた め，後述す る レ ポート

　　 フ ォ ル ダ
’
とい うしくみを併用 し て い る

1 ． 2　ネ ッ トワ
ーク ス キ ャ ナ

　 ・ フ ァ イ ル 共有機能を使 い ，数台 の コ ン ピュ
ータ で

　　 1 台 の イ メ
ージス キ ャ ナ を擬似的に 共有させて い

　　 る

　 ・ ネ ッ トウー
ク プ リン タと同様，共有管理 をサ

ーバ

　　 で お こ な っ て い る た め，故 障時 の 代替が 容易に

　　 な っ て い る
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1 ． 3　 資料提示 シ ス テ ム （図 1a ，
　 b ）

　 ・ す べ て の 実習室に，教員の コ ン ピ ュ
ー

タ画面や ビ

　 デオ教材を学生 の 手元に設置したモ ニ タに映す た

　　め の 設備 を完備

　 ・ モ ニ タを通 じて ，実際の 操作を学生の 間近で 見せ

　 な が ら授業を進めて い くこ とが可能

　 ・ モ ニ タに は書画カ メ ラの 映像 も映すこ とが で きる

　 た め，
1
簡単な資料で あればプ リン トに して 配布 し

　　な くて も学生 に提示す る こ とが可能

　 ・ モ ニ タが学生 の 手元 に あるため，大型プ ロ ジェ ク

　　タを用 い た シ ス テ ム で は困難な，細か い 文字 の 判

　 別や微妙な操作の 指示 が可能

2．シ ス テ ム の 設計方針　一実習用コ ン ピ ュ
ー

タの 設定

　本学で は ， 機器更新 に 伴 う数年毎 の 全 シ ス テ ム 改修

を除き，年度毎に学生 の 実習用 コ ン ピ ュ
ー

タの 設定見

直 しや ソ フ トウ ェ ア の 追加作業を して い る．こ の 作業

には設計 か ら運用 開始ま で約半年を要す る．作業期間

の 大半は授業担当者 へ の ヒ ア リン グで 占め られ て お り，

要望 を的確 に反映 で き る よ う留意し て作業を行 っ て い

る．こ の 作業 で は次 の ような点 に配慮し て い る ．

2 ． 1　入 学前 の コ ン ピ ュ
ータ利用経験が 少な い 学生

へ の 配慮

　 ・ シ ス テ ム の起動方法やメ ニ ュ
ー

の 配置等を ， 同 じ

　 　コ ン ピ ュ
ー

タが設置され て い る実習室で共通化 し

　 　て 混乱 を防 ぐ

　 ・イ ン フ ラ的なソ フ トウェ ア の み ， フ ァ イ ル の 保存

　　先等をあらか じ め適切な もの に設定 して お き，不

　　慣 れな操作に よる トラブル を防ぐ

　 ・ イ ン フ ラ的な ソ フ トウェ ア 以外 は
一．
般 的な設定 に

　　し，適切な操作の ための 学習 の 必要性を認識 させ

　　るようにする

2 ． 2　 ゼ ミナ ー
ル の ような

・・
斉授業以外 の 科 目へ の

　配慮

　 ・本学 で の イ ン フ ラと位置 づ け て い る ， ワードプ ロ

　　セ ッ サ 等 の ソ フ トウ ェ ア を全実習室 に 完備す る

　 。ゼ ミナ
ー

ル 等，特定 の メ ン バ ーだ け が専用 で利用

　　で きるデ ィ ス ク領域 を，サ
ーバ や各 コ ン ピ ュ

ー
タ

　　の 内蔵ハ
ー

ドデ ィ ス クに設 ける

2． 3　 高い ス キル をもっ た学生 へ の 配慮

　 ・コ ン ピ ュ
ータ の 正 常稼働 に 関 わ る 重 要な設定 以 外

　　を利用者に 可能な限り開放する

図 1b 　 学生の手元に設置 した モ ニ タ
．

図 1a 　 実習室の 教卓

（資料提示 シ ス テム （手前）に て書画カ メ ラ（手前上部）や

教員用 パ ソ コ ン （奥）の画像を学生 の 手 元 に設置した モ

ニ タに映す こ とができる）
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　 ・ 学生 か ら要望が あっ た フ リ
ー

ウェ ア をあ らか じめ

　　イ ン ス トール する

2 ．4 　壊れに くい シ ス テ ム を 目指す

　 ・シ ス テ ム の 正 常稼働に重要な設定項 目を不用意に

　　変更 で き な い よ うに 保護す る

　 ・ソ フ トウ ェ ア を単に イ ン ス ト
ー

ル するだけで は な

　　 く，イ ン ス ト
ー

ル 後，運用上支障が な い よ うに調

　　整 を施す

　 。 ソ フ トウ ェ ア 毎 に まち ま ち に 保存 され る 設定を

　　
一

ヵ 所 にまとめ，異常発生時 の 修繕作業 に備える

　 ・ 主 要な フ ァ イ ル に 変更保護設 定 を施 し， コ ン

　　 ピ ュ
ー

タ ・ウィ ル ス が感染で きない よ うに す る

　 。 プ リ ン タ等，トラブル が発生 しやすい 機器の 割 り

　　 当て をサーバ 側で 一括管理 で きる よ うに し ， 障害

　　発生時の 置き換 えが 簡単にで きるようにす る

　 ・ 市販 の デ ィ ス ク ・イ メージ作成 ソ フ トウェ ア を用

　　 い て本学専用 の 修復用 CD − ROM を作成 し，障

　　害発 生 時 に 迅速に復 旧 で き る よ うに す る （図 2）

2 ． 5　 実習室別 に設定に特色を持 たせる

　実習室別 に コ ン ピ ュ
ー

タ の 設定 に 特色 を持た せ ，用

途別 に実習室を使 い 分けて もらえるよ う呼び か け て い

る．

（1＞ 一般実習向け実習室

　 ・ワ
ー

ドプ ロ セ ッ サや表計算等，本学の イ ン フ ラ 的

　　な ソ フ トウ ェ ア の み をイ ン ス トール し て ，入学直

　　後 の 初期教育 を重視 して い る

　 ・
一
斉授業に 対応 で き る よ う，多くの コ ン ピ ュ

ータ

　　台数お よび座席数を確保 して い る

　 ・ 授業 中 の 質問へ の 迅速な対応 と板書の 見やすさを

　　考えて机の 配置を工 夫 して い る （図 3）

  　画像処理向け実習室

　 ・イ ン フ ラ的なソフ トウェ ア以外に画像処 理 用ソフ

　　 トウェ ア を追加 し て ，画像処理系実習を重視した

　　設定に して い る

　 ・解像度 の 高い デ ィ ス プ レ イ を選択 し，大きな画像

　　で も快適に作業で きる よ うに配慮 して い る

　 ・ イ メ
ー

ジス キ ャナ や光磁 気デ ィ ス ク装置等，画像

　　処理 系実習に不可欠な設備 を追加設置して い る

3．シ ス テ ム の 運用方針

3 ． 1　実習室別 に 運用方針 を設定

　授業で 用 い る コ ン ピ ュ
ー

タ は 8箇所 の 実習室 に分散

して 設置 され て い る．運用方針は次の よ うに実習室単

位で設定 して い る．

（1） 授業専用実習室

　 ・ 授業で の 利用 の み許 可 し，通常 は 閉鎖 され て い る

　 ・授業 の ための 空き実習室 を確保する とともに，授

　　業と 自習 の 場 を 明確 に 分離す る

　 ・自習による機器 の 損傷 を防 ぎ，機器故障に よる授

　　業運営 へ の 影響を防ぐ

  　オ
ープ ン 実習可能実習室

　 ・ オ
ー

プ ン 実習 （本学独 自の 用語 で ，実習室が空い

　　 て い る 時間は 自習 に 利用 で きる 制度 の こ と）を し

　　て もよい 実習室

　 ・ 授業で 利用 され る場合 は，学生 は速や か に 退室 し

　　て授業 を優先しな ければな らな い

　　　図 2　実習用パ ソ コ ン修復ツール

（このツールを用いるこ とにより1台約30分で修復が可能）

　　　　　 図 3　
一

般実習 向け実習室

（机を一列に 配置 して黒板の見通 しを良くするととも
に授業中の補助教員の 移動ル

ー
トを確保 して い る）
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（3） オープ ン 実習室

　 ・ 基本的に授業で の 利用
』
は無 い 実習室

　 ・ カラ
ーレーザ プ リン タや CD − R ドラ イ ブの よ う

　　な特殊な機器 が 設置 され て お り， 高度な 目的で の

　　利用 に 対 応 し
・
て い る ．

（4） ワークス テ
ー

シ ョ ン 実習室

　 ・ パ ソ コ ン で は な く マ ル チ メ デ ィ ア
・

ワ t クス テ ー

　　シ ョ ン を設置

　 ・ ムービ
ー

や音声デー
タを扱 う，マ ル チ メ デ ィ ア系

　　実習 を重視し て い る

　 ・ ワーク ス テ
ー

シ ョ ン を用 い たプ ロ グラ ミ ン グの よ

　　 うな シ ス テ ム 開発 系実習に も対応 して い る

3 ． 2　ネ ッ トワーク利用 を制限す る

　入学直後 ， すべ て の 学生はネ ッ トワーク に 関わ る・一

切 の ソ フ トウ ェ ア を利用で きな い よ う設定され て い る．

近年， 情報倫理教育の 必要性 が叫ばれ て い る．本学で

も入学後 に情報倫理 教育をお こ な っ て い る．こ こで
一

定の 成果が認められ た 学生 か ら順次，制限を解除 して

ネ ッ トワーク を利用 させ るよ うに して い る．制限の 設

定や解 除は サ
ーバ で

一
括 して 行 うこ とがで きる．

　制限を解除 し た後，授業中に学生 が 勝手 にホ
ーム

ペ ージ の閲覧をす るな どの 問題行動 が散見 され た．こ

れ に 対 して ，サ
ーバ 側で 特定実習室 の 特定時 間 の み

ホーム ペ ージ の 閲覧を禁止する 設定が 可能で ある た め，

授業時間 の閲覧を禁止する設定を施して対処し て い る．

3 ．3　 シ ス テ ム管理責任の明確化

　サ
ーバ 等基 幹系機器につ い て は シ ス テ ム 導 入 時に納

入業者に 要望を伝え ， 業者 に設定を依頼して い る．シ

ス テ ム 導入直後 は 障害 が多発す る時期 で ある．基幹系

機器の作業を業者に依頼 して作業責任範囲を明確に し

て お く こ とに よ り，L 障害発生時 の 対応 を業者に依頼で

きるよ うに配慮し て い る．

基 幹系機器 に も 日常的なメ ン テ ナ ン ス が必要な箇所

がある．作業に関 して の 手順書や ツ
ー

ル の 提供 を業者

か ら受けて ，日常 の 作業に活用し て い る．

4 、レ ポ
ー

トフ ォ ル ダ （図 4 ）

　学生 が 作成 し た レ ポートの 回 収や授業中の 資料配布

の ために，レ ポ
ー

トフ ォ ル ダとい うし くみ を開発 し，

図 4　 レポー トフ ォ ル ダ
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授業 で 活用 し て い る．

　主な用途は課題 の 提出受付機能 で ある．従来，課題

は印刷物や フ ロ ッ ピーデ ィ ス ク に 記録 し たもの を提出

させ て い た ．最近で は マ ル チ メ デ ィ ア ・デー
タの よ う

な，印刷や フ ロ
ッ ピ ーデ ィ ス ク へ の 記録 に 適 さない 課

題を課す こ とが増 え，従来 の 手法で は 課題 回収が 困難

になっ た．

　 レ ポー
トフ ォ ル ダは ，各実習用 パ ソ コ ン にあらか じ

め 設定され た領域に提出した い フ ァイ ル を コ ピー
させ

る こ とによ っ て ，学内ネ ッ トワ
ー

クを経由して サ
ーバ

上 に 用意 された課題用領域に コ ピーされるよ うに な っ

て い る．こ の サ
ーバ 上 の 課題用領域 を仮想提出箱と し

て 課題 を回収 して い る．学生 が作成 した提出物 をデ
ー

タ の ま ま 回収して い る ため ，
マ ル チ メ デ ィ ア ・デー

タ

の ような，従来 の 手法 で は 回収 が 困難で あ っ た課題に

も対応で きる．

　 レ ポー
トフ ォ ル ダは，設定次第で 課題提出受付以外

の 機能を持た せ る こ と が 可能で あ る．現状で は ， 提出

された課題 の 第 三 者 による盗用や改変を防ぐ機能，教

員が 資料 と し て用い る フ ァ イ ル を学生 に 配布 で きる資

料配布機能，あ らか じ め定め た時間 を過 ぎる と自動的

に 提 出受付 を締 め 切 る 等 で きる ス ケ ジ ュ
ー

ル 機能を用

意 し，運用 して い る．こ れ らの 機能を全教員 が容易 に

活用 で きる よ うに，機能設定支援用 ツ
ー

ル も用意 して

い る．

　 こ れ らの 機能は市販 され て い る ソ フ トウ t ア を用 い

る の で はなく，本学 の 教育用 シ ス テ ム に採用 した OS

に備わ っ て い るフ ァ イ ル 共有機能 とア クセ ス 権制御機

能 を活用 して ，本学独 自開発 の ソ フ トウ ェ ア に よ っ て

実現 して い る．

5．おわりに

　本学 で は，以 上 の よ うな教育用 シ ス テ ム を用い て 実

習を行 っ て い る．ただ し ， こ の シ ス テ ム が理想 とい う

わけ で は な い ．日々 寄せ られ る シ ス テ ム に 対 し て の 要

求に応 える べ く，現 有資産をい か に活用し て 要求を実

現す るか，常に 新 しい プ ラ ン を構想 して い る．

V 　情報リ テ ラ シーダイジ ェ ス ト版に よる模擬実習

1 ．概要

本学 の 情報教育 を実際に体験 して もらうため，情報

リテ ラ シ
ー 1 の

・部 を抜粋 した 模擬授業 を行 っ た．

　授業の 範囲 を 以下 に 示 す．

（1） ワ
ー

プ ロ 実習　文宇修飾と文書整形

  　情報倫理 ．イ ン タ
ー

ネ ッ トの ル
ー

ル とマ ナ
ー，確

　認テ ス ト

  　HTML 文書の 作成　初歩か らハ イ パ ー
リン クまで

　これ らの 内容を本学 の 授業と同 じ資料を配付 して実

習 を行 っ た．また，プ リン ト以外の資料配付方法 とし

て ，レ ポートフ ォ ル ダ を利用 した フ ァ イ ル の コ ピ
ー

も

行 っ た．

　なお，本学 の 学生 6 名も授業に 入 り，受講 しなが ら

参加者の質問に対処す るよう配慮 した．

2 ．模擬授業 の 内容別状況

｛1） ワ
ー

プ ロ 実習につ い て

　　情報 リテ ラ シー 1 の ワープ ロ 実習で 2 週 目の 内

　容に あたる ， 文字修飾 に必 要な操作や文書整形の 考

　え方 に つ い て 解説 と実 習 を 行 っ た． こ の 実習 で は

　キーボー ドに よる 文字 入 力よ りもマ ウス 操作 に重点

　 を置 くた め，あ らか じ め 練習用 の テ キ ス トフ ァイ ル

　 を レ ポートフ ォ ル ダに用意 し，それを コ ピー
して利

　用 した．

　　マ ウス 操作の み で ほ とん どの 作業が完結す る内容

　 で あ っ た が ，数名 の 参加者の 中で も習得 の 速度に大

　 きな差があ っ た．ア シ ス タ ン トに 対す る 質 問も多 く

　見 られた．

（2） 情報倫理 に つ い て

　　イ ン タ
ー

ネ ッ トの ル
ー

ル とマ ナ
ーに つ い て ， 愛知

　県警 か ら出版 され た CD − ROM （青少年 の ための

　イ ン タ
ー

ネ ッ ト　ル
ー

ル ＆ マ ナ
ーガイ ド）を用い た

　 授業 を行 っ た．さらに，授業 の 終 了 時に．確認テ ス

　 ト （20問 の ○ × 方式）を行 っ た．

　　 こ の 授業 につ い て は，家庭や学校にお けるネ ッ ト

　 ワ
ー

ク普及率 の 増加 ，ネ ッ トワ
ー

ク犯罪 の 多発など

　 の 現状を反映 して か，最も反響があ っ た と思われ る．

　 資料 と・して 授業 で 利用可能 なも
』
の が 少 な い た め，C

　 D − ROM に つ い て 関心が集ま っ た．今後 ，低年齢

　層 の ネ ッ トワーク利用者が増加すれば ，
こ の よ うな

　教材 や資料 の 必要性 は
一
段 と高まると思われ る，使

　用 した CD − ROM は参加者全員に 進 呈 し 喜ばれ た．

（3） HTML の 文書作成 に つ い て

　　 HTML の 初歩 と して ，イ ン タ
ー

ネ ッ ト上 にお け

　 るHTML の 役割，基礎的な HTML の構造 ・文法

　 事項等 を解説 し，簡単なHTML 文書を作成 した．
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　また，ハ イ パ ー
リン ク の 例 として 画像や他ペ ージ へ

　の リン ク方法 も解説 した．

　　この 実習 で は，単に文字を入力する操作だけ で な

　く，HTML の 文法事項 （タグ ・カラ
ー

コ
ー

ドな

　ど）や，フ ァ イ ル の 形式を理解す る こ とが ハ
ードル

　 とな り，ワ
ープ ロ 実習 よ りも個人差がよ り大きく現

　れた．し か し，実際に HTML を作成 し，リン ク を

　実感した こ とで ，ネ ッ トワーク で HTML が使われ

　る意味やそ の 仕組 み を 理解で き た よ うで あ る．

3 ．ま と め

　 パ ソ コ ン の 初歩的実習 を情報 リテ ラ シ
ー 1 の 内容を

抜粋 して行 っ た結果，マ ウス やキーボー ドとい っ たイ

ン ターフ ェ
ース の 操作経験 に 個人差が あると，操作技

術 の 習得速度に差 が 生 じる．こ れは，学生 に対す る授

業 と 同様 の 特徴で あ る．実習内容が 高度 に な り，単に

操 作技術だけで なく，文法事項や フ ァ イ ル の 概念な ど

ソ フ トウェ ア とハ
ー ドウ ェ ア の 知識 も必要 となる場合，

そ の 差は い っ そ う大 きなもの となると思われ る．演習

を効率よ く，また効果的 に行 うために は実習補助者や

習熟度別 ク ラス 編成 の 必 要性 が 明 らか に され た ．

　 ま た，イ ン ターネ ッ トの 普及 で 利用者が低年齢化す

る中，大学以前 の 教育課程 に お けるネ ッ トワ
ー

ク上 の

ル
ー

ル
・

マ ナ ーの教育方法 に つ い て 関心 の 高 さが 伺 え

た．

V【 情報 リテ ラ シーに た いする本学学生 の意識調査

1 ．ア ン ケ
ー

ト実施 の 目的

　近年，小学校や中学校，高校に お い て，コ ン ピ ュ
ー

タを使う授業が多く取 り入 れ られ る よ うに な っ て きた．

し か しなが ら，そ の 内容 ・時間数等は各学校毎に異な

る場合が多 い ．また ，コ ン ピ ュ
ー

タを購入する家庭も

多くなっ て きて お り， 口常的に それを使用で きる環境

に あ る 学生 が増えて い る．こ の よ うな理 由か ら，大学

入学時 の 学生 の コ ン ピ ュ
ー

タ習得度に は個 々 に大きな

差が生 じて い る．さらに ， 入学する学生 の コ ン ピ ュ
ー

タの 習得度 は年 々 変化す るこ とが予想 され るた め，こ

れ を把握 し，講義内容に反映させる必要がある．そ こ

で まず， 大学入 学時 に大学入 学以前 の コ ン ピ ュ
ー

タ の

習得度を把握す るた め の ア ン ケ
ー

トを実施 し，そ の結

果 をもとに，本年度 の 情報 リテ ラシ ー 1 の 内容を改善

した 〔大矢担当）．また，リテ ラ シ
ー 1終了時 （1年

前期） に 本学 の コ ン ピ ュ
ータ実習 に 関す る意見 を把握

する ため の ア ン ケ
ートを実施 し た．こ こで は，2 回 の

ア ン ケー
トか ら明らか とな っ た 内容を述べ る．なお ，

回答数 は 181人 で ある．

2 ．大学入学以前の コ ン ピ ュ
ー

タ の 習得

　小
・中 ・高校で コ ン ピ ュ

ータの 実習を受講 した こ と

があ る 学生は約 7 割 で あ り，実習 の 内容は ，ワープ ロ

（59人） が 最 も多か っ た．また，約 6 割の学生が 自宅

に パ ソ コ ン を持 っ て い る．パ ソ コ ン を使 う目的は，

ネ ッ トワ
ー

ク （45人），ワ
ープ ロ （35人） が 多い ．

一一

方，ほ とんど使っ て い ない 学生も少な くな い （33人）。

　本学に お け る コ ン ピ ュ
ータ実習で 何 を学びたい か と

の 質問 に は，グ ラ フ ィ ッ ク ス が最も多 く111人 で あ っ

た．他 には，ネ ッ トワ
ー

ク （106人）， ワープ ロ （90

人），音楽 （75人） へ の 関心が高 い とい える、

3 ．本学の コ ン ピュ
ータ実習

　リテ ラ シ
ー

【の 内容は ， タ ッ チ タ イ ピ ン グ，情報倫

理 ，・ワープ ロ 実習，電子 メール ，HTML フ ァ イ ル で

あ る．タ ッ チ タイ ピ ン グ ， 情報倫理，ワ
ープ ロ 実習，

電子 メ
ー

ル に 関 して は，講義の難易度を
「
簡単 」 また

は 「ち ょ ケどよい 」 と答える学生が 約 7割で あ っ た．

し か し，HTML フ ァ イ ル に 関し て は約 7 割 の 学生 が

「

難 しい 」 と答 えた．

　課題 の 作成に は，多くの 学生 （約 9 割） が オ
ープ ン

実習を利用 して い る．課題 の 作成で 困 っ た こ ととして ，

WindowsNT やWord の 調子が お か し くな っ た ，パ ソ

コ ン が空 い て い な い ，家の パ ソ コ ン とや り方が違う等

が 挙げられた．また ， 困 っ た時の 対処 と して ，ほ とん

どの学生が友達や先生に聞 い て い る．

　 タ ッ チ タ イ ピ ン グ の 練習 ソ フ トの 練習時間は，週 に

2 ， 3 回が
一

番 多 く　（46％），約 9 割の 学生が練習を

した効果があ っ た と答えて い る．一
方効果 がな か っ た

理 由として ， 使用 した ソフ トそ の もの が扱い に くい
，

英文 の 練習ばか りで 日本語を入力しよ うとす ると遅 い ，

ず っ とキ
ー

ボ
ー

ドを見て 打 っ て い た ，も と も と速か っ

た，と挙げて い る．

　授業中の TA は 約 8 割の 学生 が 利用 し て い る．　 TA

の 人数は 2 〜 3 人が 適当と答える学生が
一
番多か っ た

（約 8割）．ま た，約 7割 の 学生 が授業以外 にもTA

が必要だ と感 じて お り，コ ン ピ ュ
ー

タ相談室 の設置，

休み時間 に 巡回，実習室 に駐在，とい う形式を希望し

て い る．

　 リテ ラ シ
ー 1 にその 内容を取 り入れ た ワープ ロ 検定

は，98人 の 学生 が積極的に受験 した い と答えて い る．

そ の 他，CG ，情報処 理 技術者 ，
マ ル チ メ デ ィ ア 等資
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平成 12年度名古屋文理 大学公開講座 実施報告

格試験に対する 関心 は高い ．

　 レ ポ
ー

トフ ォ ル ダに関 して は，昨年 の 後期終 了時に

1年生を対象 と し て 実施 した ア ン ケ
ートの結果を示 す．

対象学生は，リテ ラ シ
ー 1 （前期）で は，課題をプ リ

ン トア ウトして ， リテ ラ シ
ー

且 （後期）で は ， 課題 を

レ ポー
トフ ォ ル ダに提出 した．「プリン トア ウ トした 用

紙を提出す る よ りも，レ ポートフ ォ ル ダヘ フ ァ イ ル を

提 出する方がよい （104人）」 が
「
リテ ラシ

ー 1 の よう

に，プ リン トア ウ トし て 用紙を提出 した方が 良い （18

人）亅 を大 きく上回 っ た．また， レ ポー
トフ ォ ル ダに

は，プ リン タ トラ ブル が関係 し なくて 良い （100人 ），

不 正 が で きなくて 良い （41入）の 利点 が ある．

4 ．考察

　大学入学以前の コ ン ピ ュ
ー

タの 習得度に個人差があ

り， そ の 対策の 1 つ として ワ
ー

プ ロ 検定 の 問題 を講義

内容に取り入れ た．多くの 学生 が 興味を もっ て 取 り組

ん で お り ， 具体的な 目標を設定すれば ， 学生 の や る気

を導くこ とが 可能で ある と言える．また ，初心者 レ ベ

ル の 学生 に 対 し て TA を導 入 し た結果 ， 講義が 円滑に

進行で きる よ うに な っ た．学生側で も，講義中だ けで

な くオ
ープ ン 実習 中の TA の 要望 も多い ．

　 レ ポー
トフ ォ ル ダは ，教員，学生 ともに 大変好評 で

あ っ た．提出期 限 等 の 設定 に は，教員側 の 知識 が 必要

で ある．

W 　参加者と本学教員の フ リ
ーディス カ ッ シ ョ ン

　今回 の セ ミナ
ー

で は従来 の
一

般市民対象 の 公 開講座

と異 な り，本学教員 とセ ミナ ー
参加者と の 意見交換の

場を設 けた．討議内容は，情報教育 の みに とどま らず ，

広 く教育全般に 渡 っ た ．討議された内容の 要点 を以 下

にま とめた．

1 ．今後の情報 リテ ラ シ
ー
教育に つ い て

　 コ ン ピ ュ
ー

タを道具 と して 使 い こ なす教育は今後文

部科学省の 指導に よ り小中高の 各段階ご とに い っ そ う

充実され て い くこ とになる．現在で は 大学入学前の段

階で生徒の コ ン ピ ュ
ータ に 関する知識や習熟度に か な

り格 差 が あ るた め，大学入 学 後 に あ らため て コ ン

ピ ュ
ータ の使い 方を基礎か ら教え る必要 が ある が，将

来は大学 で その ような教育を行う必要性は 大幅に減少

す る と考え られ る．大学 とし て は小中高の カ リキ ュ ラ

ム の変更に ともな っ て ， 大学 で の 情報 リテ ラ シ
ー教育

の あ りかたを再検討す る必要があ る と思われ る．また

大学で は コ ン ピ ュ
ータ に関する基礎知識を体系的に修

得 させ る こ とも重要 で あると思われ る．

2 ．情報 リテ ラ シ
ー

教育と情報教育

　情報教育 とい っ た場合 ， 情報 リテ ラ シ
ー

の よ うな情

報機器使用法の修得と，情報の 中身に関する問題 とい

う2 つ の側面 がある．こ の 2 つ は ともに 重要な内容だ

が，未分化 の まま語 られ る こ とが多 い ．特 に以下 の

3 ．
，
4 ．の よ うな問題は教育の あ り方の 根本に 関わる

問題 で あり，解決が急がれ る．

3 ．情報教育の 目的 ・
あり方

　指導要領 の 改定 に よ り現在教え られ て い る科 目の 教

育内容が非常に簡略化 され る傾向に ある．そ こ へ さら

に 情報教育が加わ る わけで ，何をど の よ うに教えれば

よい かよくわか らない ．コ ン ピ ュ
ー

タが使えて も，理

科や算数とい っ た教科の 内容が理解 されなければ闇題

で ある．身の 回 りに あ る物質の 性質や動植物に 関する

知識や経験，ある い は 円周率の 意味や大きさ とい っ た

具体 的な知識 を十分に身 に つ けた上 で 徐 々 に抽象性を

高めて い くべ きで は ない か．またた とえば解析的 に解

くこ とが で きない 微分方程式を コ ン ピ ュ
ー

タを使っ て

数値的に解 い て し まうの は ， 教育と い う目的か ら見る

と必ず し も好ま しい こ とで はな い の で はない か ．微分

方程式を差分方程式の 形 に書き直し ， 結果を 1 つ ずつ

方眼紙 にプ ロ ッ トして い くような経験 も必 要で は ない

か ．コ ン ピ ュ
ー

タを使えばな ん で もで きる とい うよう

な印象 を与え る こ とは よくな い ．

4 ．教育者の 人材不足

　新 しい カ リキ ュ ラム として 情報教 育 が 加え られる こ

とが 決定 し ， 情報機器の 導入 が 行われ たが，それを管

理 ・運用する人材養成 の 必要性が理解 され て い ない ．

こ うし た 問題 は ど こ の 教育機関に も共通するよ うだが ，

早急 に 改善する こ とは難 しい 状況 で ある．そ の ような

点 か ら見て も，本 セ ミナー
の よ うな 講座

・
講習会が よ

り参加 しやす い 形式 で 継続的に開催 され る こ とが望ま

れ る．

皿 　まとめ

1．参加者 へ の ア ン ケ
ー

ト

　VII　4 ．で 述 べ た よ うに，本 セ ミナ
ー

の よ うな企画 の

重要性は参加者の側か らも指摘 された．しか し残念な

が ら今回 は 日程 の 都合などか ら，応募者数は 10人未満
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に とどま っ た．よ り参加 しやす くするために開催方法

の 見直しが必要 と思われ る．こ の 点に関して 出席者 ヘ

ア ン ケ
ー

ト調査を行 っ た結果 ， 以下 の よ うな点が 明ら

かにな っ た．

（1） 講座 の 開催 日程に関 して，小中高の 行事 日程を講

　座 の 企画時点 で 把握 して お く必要がある．夏休み中

　に集中し て 開催するな ら，8月 10日〜8月20日 の 間が

　好ま し い とい う意見が 多い ．

  　今回は 日程 ，内容とも に やや過密 で あ っ た．連続

　 2 口間 の セ ミナーで は 参加 が 困難な こ ともあるの で ，

　 1 日で も参加で き る よ うに 工夫する必要 が ある．

2 ．名古屋文理大学公 開講座の 今後の 展開 に つ い て

　大学は そ の起源よ り地域性，国家性，国際性をもつ

と言われ る．地域に開 か れ ，地域に貢献す る こ とは 大

学存立 の 1 つ の 条件と言 うこ とが で き る．名古屋文理

大学に お い て も，「
地域 に 根ざ した大学 」，「市民 の 生活

構造に組み込 まれ た大学」
へ 向けて 様 々 な挑戦が始ま

りつ つ ある．今回 の 企画 く教師の ための 情報教育セ ミ

ナ ー〉・もそ の
＝ −eeとして 位置 づ ける こ とが で きる．

　本学 で は短大時代か ら公開講座 を開催 し，市民 の 生

涯教育に 力 を注 い で きた が ，近年の い わゆ る IT化 の

流れ の 中で，パ ソ コ シ講座 に は毎回多数 の 応募がある．

情報分野 に対す る 関心 と社会的 ニ ーズ は今後ま すます

大きくなる と見られ，こ の ような状況 の なか で情報文

化学部 を擁iす る本学 の 地域貢献の あ りか たも自ず か ら

明 らか に な る と思 われ る．た だ こう した IT化 へ の対

応に は 様 々 な形があ り，大学として はパ ソ コ ン の 初歩

的な操作の講習 の み で は必ず し も社会的要請 に応えた

こ とに は な らない の で は な い か との 思 い が兼ね て より

あ っ た．大学 の もつ 資源 （知識や ノ ウハ ウ，施設，人

材な ど）を地域社会 ぺ 効果的 に還元す るた めには，

IT化推進に お い 七中核 を な す人 々 （教師や 自治体職

員，企業 の 担当者など）と交流 し， 現場 の 声を聞くと

とも に，そ うした人 々 の ス キ ル ア ッ プに役立 つ プ ロ グ

ラム を提供する こ とも重要で あろう．〈教師の ため の 情

報教育 セ ミナ
ー

〉 は まさに こ の よ うな考えを具体化す

るための 第
一

歩 で あっ たわけだ が ， 今回 の 企画 で得 ら

れた経験を糧 とし て ， 今後ます ます充実 した内容 の 企

画 をこ こ ろがけた い ．
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